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普及・技術支援等の概要

　林産試験場では，研究成果の普及や企業等に対する技術支援に取り組んでいます。

○重点的に普及を図った成果

　戦略研究“「新たな住まい」と森林資源循環による持続可能な地域の形成“で開発した「コアドライ」認証

材の実生産開始に伴い住宅見学会等による普及を行ったほか，木製ガードレール，シラカンバ LVL 内装材，木

質のセシウム・ストロンチウム吸着材，内装用道産防火木材，CNC 木工旋盤，冬でも遊べる木製遊具と高耐久

化技術の開発，道産 CLT の開発に向けた取組等を重点的に普及しました。

○展示会等への出展などによる普及

　東京で開催されたジャパンホームショーのほか，道銀ビジネス EXPO などに出展しました。

○外部団体等への協力・連携

　外部機関実施の木材利用の普及を目的としたイベントに対し，積極的に共催や後援を行いました。平成 26

年度は，森林総合研究所・北海道森林管理局と共催で技術開発成果発表会を開催したほか，㈱ハルキ主催の道

産木材活用セミナーの後援を行いました。

　また，「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」の施行により公共建築物の木質化を推進す

る道内自治体等に対し，木材利用に関する技術的なサポートを行いました。

「研究・普及サイクルのシステムづくり」事業

　本事業は，林産試験場が道内各地で，研究成果を普及するとともに技術的課題などを聞き取り研究に反映さ

せていく取り組みで，平成 15 年度から行っています。企業等への支援として，重要かつ効果的な取り組みと

して実施しています。

　また、本事業の一環として，木材利用の基本である木材乾燥技術について，道内の乾燥材を取り扱う企業の

技術力を底上げするため，「木材乾燥技術セミナー」を実施しました（詳細は，後述の「行事等の開催による普及」

を参照）。

　事業実施に際しては，各（総合）振興局の林務課や森林室と企業の情報・地域課題等を共有するなど連携を

図り対応しています。
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　　参加者数：288 名

　① 口頭発表

・道産針葉樹材を活用した製品開発プロジェクト　　　　　　渡島総合振興局　林務課　　　佐藤　司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱ハルキ　　　鈴木　正樹

・地域材の利用拡大に向けた取組～十勝の森から地材地消を発信～

　　　　十勝総合振興局　森林室　普及課　　　中辻　仁志

・道南スギの利用拡大に向けた取組　　　　　渡島総合振興局　西部森林室　普及課　　　本田　雅幸

・森林研究本部の研究方向　　　　　　　　　　　　　森林研究本部　企画調整部長　　　真田　康弘

・「森林資源の循環利用システム」の構築に向けて　－カラマツ編－

　　　　林業試験場　森林資源部　経営グループ　　　大野　泰之，津田　高明

森林研究本部　企画調整部　企画グループ　　　酒井　明香

・割れやねじれの少ないカラマツ心持ち正角材「コアドライ」の開発と利用

　　　　　技術部　生産技術 G　　　清野　新一

　　　　オムニス林産協同組合　　　　　　　　瀬上　陽平

・コアドライ材用修正挽き装置の開発　　　　　　　　　　　　技術部　生産技術 G　　　高梨　隆也

・CNC 木工旋盤の開発と普及　　　　　　　　　　　　　　　　技術部　製品開発 G　　　橋本　裕之

　　　　　　　　　　　　　　　　旭川機械工業㈱　　　　　　　　　　関山　真教

・北海道の木製サッシを考える　　　　　　　　　　　　　　性能部　構造・環境 G　　　朝倉　靖弘

・エネルギー及び化成品原料へのパルプリジェクトの変換　

　　　　企業支援部　技術支援グループ　 岸野　正典

・地域資源である早生樹「ヤナギ」をシイタケ栽培へ活用する　　　利用部　微生物 G　　　原田　陽

　② 展示発表

・森林資源の循環利用システムの構築に向けて

　　　　林業試験場　森林資源部　経営グループ　　大野　泰之，津田　高明

　　　　森林研究本部　企画調整部　企画グループ　酒井　明香

・樹木の被害を組み込んだ海岸防災林の津波減衰機能のシミュレーション

　　　　林業試験場　森林環境部長　　　　　　　　佐藤　創　

　　　　　　　　　　森林環境部　森林環境 G　　　真坂　一彦，阿部　友幸，岩崎　健太

　　　　林業試験場　道南支場　　　　　　　　　　鳥田　宏行

　　　　埼玉大学　大学院　理工学研究科　　　　　田中　規夫

　　　　森林総合研究所　気象害・防災林研究室　　野口　宏典

研究成果発表会

　『平成 27 年北海道森づくり研究成果発表会（木材利用部門）』

　林産試験場では，その年度の業績を広く公表する場として，平成 4 年度（平成 5 年 3 月）から研究成果発表

会を開催しています。例年北海道と森林研究本部（林業試験場・林業試験場）の共催で実施しており，平成

26 年度は林業試験場との一体化を進めるため、林業試験場から木材利用に関わりが深い研究成果の発表も行

いました。発表者は全道の森林管理局，（総合）振興局の林務課・森林室，市町村，企業，団体等から募集し，

木材をはじめ森林資源の利用技術について広く情報交換を行いました。

　

　　日　　時：平成 27 年 4 月 15 日（水）10:00 ～ 16:20

　　場　　所：旭川市大雪クリスタルホール　大会議室，レセプション室（旭川市神楽 3 条 7 丁目）
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・音を使って樹木の内部欠陥を診断する新装置

　　　　林業試験場　緑化樹センター　緑化 G　　　小久保　亮，脇田　陽一

・カラマツとクリーンラーチのコンテナ苗生産方法の開発　

　　　　林業試験場　森林資源部　経営 G　　　来田　和人，今　博計

・林地未利用材のストックヤード実証試験事業について　　　

　　　　後志総合振興局　林務課　　　佐々木　康郎

・木質バイオマス発電シミュレーターを作りました　　　　利用部　資源システム G　　　古俣　寛隆

・木材トレーサビリティ技術を活用したコアドライ品質管理システム　

　　　　利用部　資源システム G　　　石川　佳生

・木質材料の高度３次元形成を目指した取り組み　　　　　企業支援部　普及調整 G　　　長谷川　祐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工業試験場　企画調整部　企画 G　　　大市　貴志

・樹皮抽出液から糖類とフェノール類を分離する新たな方法　　　　利用部　微生物 G　　　檜山　亮

・各地域の木質チップの燃料としての品質調査　　　　　　　　利用部　バイオマス G　　　山田　敦

・接合金物による腐朽柱脚接合部の補強効果に関する研究　　　利用部　構造環境 G　　　戸田　正彦

・道内全ての一般道路で使えるようになった木製ガードレール　　　

　　　　性能部　構造・環境 G　　　今井　良

・道南スギの光変色とその対策　　　　　　　　　　　　　　技術部　製品開発 G　　　松本　久美子

・道産カラマツを用いた CLT の実証実験－（その１）製造条件の検討－

　　　　技術部　生産技術 G　　　宮崎　淳子

・道産カラマツを用いた CLT の実証実験－（その２）材料性能の評価－

　　　　技術部　生産技術 G　　　大橋　義徳

・道産カラマツを用いた CLT の実証実験－（その３）接合性能の評価－

　　　　利用部　資源システム G　　　村上　了

・道産カラマツを用いた CLT の実証実験－（その４）CLT 建築物の設計・施工－

　　　　技術部　生産技術 G　　　大橋　義徳

　　　　物林㈱　　　　　　　　　角田　正彦

・マイタケ「大雪華の舞１号」のプレバイオティクス効果　　　利用部　微生物 G　　　佐藤　真由美

・水分作用による針葉樹合板・OSB の強度変化　　　　　　　　技術部　生産技術 G　　　古田　直之

行事等による成果普及

　研究成果発表会のほかに，各種行事の開催や参加により研究成果の普及に取り組みました。

行事等の開催による普及



〔林産試験場年報　平成 26 年度〕

－ 28 －

普及・技術支援等の概要

行事等への参加による普及
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木材利用の理解を図る普及（イベント協力等）

　林産試験場で開発した製品や技術を知ってもらうと同時に，木材のやさしさ，あたたかさ，木材を使った創

作の楽しさなどを理解してもらう機会として，以下の展示会やイベント等に参加・協力しました。また，総合

振興局や振興局森林室が主催したイベント等に展示パネル等を貸し出しました。

出展協力した展示会・イベントの概要

木のグランドフェア

　平成 4 年度から ( 一社 ) 北海道林産技術普及協会との共催により林産試験場内で行っていたイベントを，6

年度から「木のグランドフェア」と改称しました。木のグランドフェアは，一般道民の木製品に対する理解の

向上と木育の推進及び木材の利用拡大を目的に，「木と暮らしの情報館」とログハウス「木路歩来（ころぽっ

くる）」を活用した地域貢献事業として実施しています。

　26 年度の「第 22 回木のグランドフェア」は，以下の内容で 7 月 26 日 ( 土 ) から 10 月 5 日 ( 日 ) まで開催し，

期間中の入場者は約 3,500 人でした。

木のグランドフェアの内容
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研究業績等の発表

　林産試験場の研究業績等は，研究発表会ならびに林産試験場報や林産試だより，その他の刊行物で公表され

ています。

1）学会等での研究発表

　学会およびその他の発表会等で発表したものは次のとおりです（外部機関が筆頭のものは含みません）。
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2）刊行物等で発表した研究業績等（平成 25 年 4 月～ 26 年 3 月掲載）

　外部刊行物への投稿状況は次のとおりです（一部外部機関が筆頭のものを含みます）。
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3）林産試だよりで発表した研究業績等

　林産試だよりは，12 回発行しました。タイトル等は次のとおりです。
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ホームページ

　林産試験場ホームページ（http://www.hro.or.jp/fpri.html）により，最新の研究成果や普及・技術支援情

報を発信しました。

　林産試験場ホームページの 26 年度更新回数は 71 回，主な新規・更新情報は次のとおりです。

○研究について（平成 26 年度試験研究課題，研究成果発表会）

○技術支援制度のご案内

○刊行物＆データベース（林産試だより 2014 年 4 月号～ 2015 年 3 月号，平成 25 年度年報）

○マニュアル・特集（木製サッシフォーラム 2014，技術相談・回答事例集『Q&A　先月の技術相談から』，

　人工林材を内装材として活用するために，　道産ニュータイプきのこレシピ集）

◯木と暮らしの情報館，　木路歩来について

◯林産試験場職員による講演に関する情報

◯その他，各種林産試験場に関する情報（入札情報，イベントに関するお知らせ等）

研究に関する主な報道状況

　報道機関の取材に積極的に応じ，研究成果の PR に努めました。主な報道は次のとおりです。
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視察・見学

　26 年度の視察・見学者数および視察・見学者に対して行った講義は，次のとおりです。
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技術相談

　26 年度の相談件数は総数で 618 件でした。これを部門別に示すと次のとおりです。

技術指導

　26 年度の技術指導は年間 115 件，延べ 166 人でした。項目別に示すと次のとおりです。
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依頼試験

　26 年度の依頼試験は，木材工業関連企業等からの依頼により，サッシの性能試験，ボード類の品質試験，

木材の強度試験など 44 項目 78 件の試験及び分析 ･ 鑑定を行いました。

設備使用

　26 年度の木材工業関連企業等による林産試験場の機械設備などの使用件数は 69 件，延べ 325 時間（76 日）

でした。主な使用機械は，耐火試験炉，分光光度計，原子吸光分光光度計，気密・水密試験装置などです。

技術研修

　26 年度の技術研修の受講者は 1 名でした。内容は次のとおりです。

場外委員会活動等

　公共性が高く専門的知識が求められる各種委員会からの委員委嘱等については積極的に応じました。26 年

度の委嘱状況は次のとおりです。年度中に委員等を交替している場合は後任者を記載しました。
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